自然の中で活動する意味を探る by 永吉 英記
1自然の中で活動する意味を探る

























































































































































































































































































力者 121 名の計 1069 名であった。年間 23 回の実
施予定回数のうち４回が雨天中止となったため、
１回あたり56名の参加者がある活動となった。
身近な自然との関わりや、日常的な野外活動と
しての意義に加えて、プレーパーク参加者の中か
写真14　大谷戸プレーパークTAMA の様子②
（焚き火を楽しむ参加者）
写真13　大谷戸プレーパークTAMAの様子①
（ボール遊び、ターザンロープで遊ぶ子ども達）
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ら、小学校長期自然体験活動である「多摩の自然
学校」や「沖縄キャンプスクール」に参加する者
がおり、より専門的で冒険的な野外活動へのきっ
かけづくりとしての意義も見出すことも出来た。
５．自然の中で活動する意味を探る
人間は約600万前のアフリカで誕生したといわ
れ、自然豊かな環境下で生活しながら進化を遂げ
てきた。自然からの恵みをもらい、また様々な問
題に挑みながら、人間としての身体を作り上げる
と同時に、新しい生活方法や文化を築きながら生
存領域を広げてきたのである。このように、人間
が本来生活してきたのは自然環境下で、人間の長
い歴史からみれば、都市が出現したのはごく最近
のことといえる。生理人類学者の佐藤は「人間の
生理機能は、脳も、神経系も、筋肉も、肺も、消
化器も、肝臓も、感覚系も、すべてが自然環境の
もとで進化し、 自然環境用につくられている。」
と述べているが、現代の都市生活で問題視されて
いる生活習慣病や精神病をはじめとする様々な病
気が、便利で物質的に豊かな都市生活の発展に伴
って増加している状況をみると、都市生活は人間
の心身にとっては不自然な環境であるといってい
いのではないだろうか。これまで紹介してきた野
外活動の様々な取り組みからみられる子どもたち
の生き生きとした表情からも、自然の中で遊ぶこ
とが、子ども本来の姿であり、最も適している教
育環境であるのではないだろうかと考えてしま
う。
人間にとって、自然の中での活動と人工的な施
設内での活動と比べて心身にどのような違いがあ
るのか？自然の何が要因となって子ども達の生き
生きとした姿が現れるのか？人間はどうして自然
から離れて暮らすようになってしまったのか？こ
のような、 自然と人間との関係から見られる、
様々な疑問や問題点が私の研究活動の出発点とな
っている。今後も自然の中での実践活動を通じて、
人間にとって、自然の中で活動する意味について
探っていきたい。
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